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刺激応答性薬物キャリア

外部刺激にともない薬物放出の
①タイミング、②場所（患部）、③量を制御
→「薬効の最⼤化」と「副作⽤の低減」
→応答速度を促進し、オンデマンドなDDSの実現

【本研究の⽬的】従来の低分⼦よりも⼤きな中〜⾼分⼦の薬物を放出制御できる
刺激応答性キャリアの開発



両親媒性ロフィンダイマーの親⽔基構造の改変による
⾼次分⼦集合体の構築

=

親⽔基

疎⽔基

ミセル︓
低分⼦の放出制御*

*Akamatsu, et al., Sci. Rep. 2021, 11, 10754.
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親⽔基構造の
改変
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キュボソーム︓
中〜⾼分⼦の放出制御を期待

親⽔基構造と光応答性速度の関係を調査


